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今
年
度
で
三
回
目
と
な
っ
た
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
に
よ
る
と
、
本
県
の
子
ど
も
た
ち
は
、

全
国
と
比
べ
て
、
算
数
が
好
き
で
、
早
寝
・
早
起
き

を
し
て
、
朝
ご
飯
を
毎
日
食
べ
て
い
る
が
、
家
庭
学

習
や
読
書
の
時
間
は
多
く
な
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 

　
国
語
と
算
数
・
数
学
の
調
査
で
は
、
三
年
間
と
も

に
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

基
礎
的
な
知
識
や
技
能
は
、
概
ね
身
に
付
い
て
い
る

も
の
の
、
そ
れ
に
比
べ
て
「
活
用
力
（
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
や
表
現
力
な
ど
）」
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
正
答
率
が
低

く
、
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
本
県
で
は
、
昨
年
度
よ
り
、
全
市
町
の
小
・
中
学

校
各
一
校
の
モ
デ
ル
校
を
推
進
役
と
し
、
課
題
と
な

っ
て
い
る
活
用
力
を
高
め
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲

を
高
め
る
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、
基
礎
的
・
基
本

的
事
項
の
定
着
を
は
じ
め
、「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ

と
」
の
活
動
や
、
自
分
の
考
え
や
意
見
を
み
ん
な
の

前
で
発
表
す
る
活
動
な
ど
「
活
用
力
」
を
高
め
る
学

習
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　「
活
用
力
」
向
上
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を

支
え
る
「
こ
と
ば
の
力
」
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
学
校
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
の
取
組

も
大
切
で
す
。 

　
各
家
庭
に
お
い
て
も
、
親
子
で
読
書
の
楽
し
さ
を

味
わ
っ
た
り
、
学
校
や
地
域
で
体
験
し
た
出
来
事
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
機
会
を
増
や
す
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
「
こ
と
ば
の
力
」
の
育
成
に
向
け
て
、

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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　本県では全国大会で優勝が期待できる高校運動
部の一層の競技力の向上を図るために、今年度より
「スペシャルコーチ招聘事業」に取り組んでいます。
この事業は国際大会を経験した著名な指導者等を
スペシャルコーチとして招聘し、選手および指導者
に年間2回のハイレベルな指導を行ってもらう事
業です。 
　今年度は県立金沢向陽高校女子バドミントン部
が松野修二氏（NTT東日本監督）、金沢学院東高校
相撲部が舞の海秀平氏（元小結：NHK解説者）、遊
学館高校男子卓球部が佐藤正喜氏（日産自動車監督）
から勝負に対する心構えを聞き、個別指導を受ける
とともにゲーム練習等を行いました。 
　その成果もあり、3競技ともに国体を含めて個人
優勝など3位以上の入賞を果たしました。 

県立金沢向陽高校女子バドミントン部の実施の様子 

＜指定3校の2大会実績＞ 
 

金沢向陽高校 
女子バドミントン部 
 

金沢学院東高校 
相撲部 

遊学館高校 
男子卓球部 

全国高校総体 

団体2位 
個人シングルス1位 
個人ダブルスベスト8・2組 

団体3位 
個人3位 

団体3位 

国民体育大会 

団体2位 
 
 

団体1位（選抜で3名出場） 
個人2位・3位 

団体3位 

田の神を田に送り出す様子 

田の神に料理を説明し食事 
によるもてなしを行う様子 

　無形の文化財の保護を目的としたユネスコの無形文化遺産の代表一覧表に、平成21
年9月30日「奥能登のあえのこと」が記載されました。 

　これは、人類共通の宝物として認められたということで
あり、私たちはこれからも次世代に伝承されるよう、守っ
ていく必要があります。 

　｢奥能登のあえのこと｣は、輪島市・珠洲市・穴水町・能登町に伝わる稲の生育と豊作
を約束してくれる田の神を祀る儀礼で、毎年12月と2月に行われます。  
　収穫後の12月は、田の神を田から家に迎え入れて、風呂に入れたり、食事をささげ
たりして、収穫を感謝します。　　 
　そして耕作前の2月になると、再び風呂に入れたり、食事をささげたりして、田の神
を家から田に送り出して豊作を祈願します。  
　この儀礼は、家の主人が中心となって行い、目に見えない田の神があたかもそこに実
在するかのようにふるまいます。  
　稲作に従事してきた日本人の基盤的生活の特色を典型的に示す農耕儀礼です。 

羽咋市立粟ノ保小学校 白山市立千代野小学校 

能美市立辰口中学校 中能登町立鳥屋中学校 


